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写
真
　
森
山 

峰
熙

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

山
本
文
房
堂
賞

　
一
日
中
小
雨
が
降
っ

て
い
た
６
月
で
し
た
。

下
校
時
間
も
過
ぎ
多
く

の
子
供
た
ち
も
帰
り
、

暗
く
な
り
か
け
た
頃
青

い
傘
を
さ
し
た
女
の
子

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

傘
の
骨
は
逆
さ
に
折
れ

曲
が
り
、
足
の
指
に
巻

か
れ
た
包
帯
は
雨
に
汚

れ
て
痛
々
し
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
子
は
け
な

げ
に
も
雨
の
中
を
黙
々

と
歩
み
、
家
路
を
急
ぐ

姿
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

 

工
芸
　

藤
本 

健
一
朗

「
青
磁
鉢
」

山
本
文
房
堂
賞

　

こ
の
度
は
山
本
文
房
堂
賞
を
授

与
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
光
栄
に
思
う

と
同
時
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
今
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て

き
た
先
生
、
諸
先
輩
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
受
賞

の
対
象
と
な
っ
た
作
品
は
余
計
な

加
飾
を
一
切
省
き
、
轆
轤
に
集
中
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
来
し
方
行
く
末

を
思
う
為
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。

 

デ
ザ
イ
ン
　

佐
土
嶋 

文
香

「
大
切
な
も
の
」

山
本
文
房
堂
賞

　

縁
あ
っ
て
我
が
家
の
家
族
に

な
っ
た
老
猫
の
ま
る
。

　

ま
る
＋
家
族
と
暮
ら
す
い
つ

も
の
日
常
は
、
家
族
に
と
っ
て
最

も
愛
お
し
い
「
大
切
な
も
の
」
。

　

漆
喰
を
ベ
ー
ス
に
、
様
々
な
素

材
を
織
り
交
ぜ
、
紡
ぐ
様
に
楽

し
ん
で
描
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
家
の
何
処
か
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
、
ま
る
の
世
界
を

想
像
し
な
が
ら
…
。

第
77
回 

福
岡
県
美
術
展
覧
会
を
振
り
返
り

小
田
部
　

黃
太

福
岡
県
美
術
協
会　
理
事
長

第77回福岡県美術展覧会　オープニングセレモニー　（県知事賞受賞者によるテープカット）

第77回福岡県美術展覧会　
表彰式

  城戸　久美子

２０２２福岡県シニア美術展を終えて
 シニア展運営委員会 副委員長　

　

会
員
の
皆
様
、
県
展
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
公
募
に
ご
出
品
頂
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
充
実
し
た
実
り
多
い
展
覧
会

に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
7
部
門
の
受
賞
作
な
ど
を
拝
見
し
て
お
り
ま
す

と
、
福
岡
県
の
美
術
文
化
の
充
実
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
公
募
の
出
品
数
は
減
少
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
昨
年
は
２
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
、
２
年
分
の
出
品
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
、
県
展
の
公
募
か
ら
開
催
の
時
期
に
コ
ロ
ナ
禍

の
第
７
波
が
重
な
り
、
そ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
と
推
察
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
デ
ザ
イ
ン
部
で
は
出
品
規
定
の
見
直
し
を
図
り
、
出
品
数
が
大

き
く
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
規
定
の
見
直
し
な
ど
も
含
め
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
展

覧
会
に
し
て
い
く
改
革
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
も

公
募
へ
の
出
品
の
お
声
が
け
に
加
え
、
ぜ

ひ
県
展
の
改
革
に
前
向
き
な
ご
意
見
を
頂

き
、
こ
の
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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第30回ふくおか県民文化祭2022
2022ふくおか県障がい児者美術展「絵画・書道・写真」

　任期満了に伴う部会委員改選日程をお知らせい
たします。
　部会委員選挙投票への積極的な参加をお願い
します。
■　第一回選挙管理委員会開催（投票用紙発送）
　･･･令和5年2月上旬
■　投票･･･郵送による
　（前回令和3年度投票率：72％）
■　第二回選挙管理委員会開催･･･2月下旬
　開票及び当選者への連絡（選任承諾の確認）
　＊開票は、福岡県立美術館関係者1名の立会い
　　の下、選挙管理委員会が行います。
■　第三回選挙管理委員会開催･･･3月上旬
　各部会当選者の確認及び理事長への報告
■　理事会開催･･･3月中旬
　新部会委員の承認
■　新部会委員による第一回部会委員会開催
　　理事候補の推薦、正副委員長の選定
■　令和5年度定時総会･･･6月中
　　理事の選任及び新三役選定
□　選挙管理委員会　
　　委員長：村里豊伸（事務局長）
　　委　員：各部会事務局員　　　　
　　　　　　　　　　　（文責：村里事務局長）

　令和4年度地域文化功労者表彰式が、11月15日、
秋色に染まる京都御所に隣接する京都府民ホールに
て厳粛に行われました。
　文部科学省によるこの制度は昭和58年に創設さ
れ、芸術文化や文化財に関し、地域における活動を
文部科学大臣が顕彰するもので、そこには多種多様
な方達が登場されています。過去には、前衛美術の
代表格の一人の白髪一雄画伯が受賞されており、新
鮮な驚きでもありました。
　今春、9時間半にわたる心臓の手術を受け、現代医学の力で、生命を頂戴しま
した。回復しつつある中での今回の受賞は、私に与えられた使命を果せとの激励
ととらえ、地域に根差した芸術活動の継続に努めていきたいと思っています。会
員の皆様には、今後共宜しくお願いいたします。

太田 秀隆 名誉会員 （工芸部）

部会委員改選のお知らせ

令和４年 秋の褒章「黄綬褒章」受章をうけて

令和４年度 地域文化功労者 文部科学大臣表彰

太田 哲三（工芸部会員）

師村 妙石（書部会員）

県美福岡県立美術館
「スクール・ミュージアム事業（アートコース）」
美術協会員４名を講師として招聘
　福岡県立美術館では、県内の公立小・中・高等学校、義務教育学校、中等教育学校、
特別支援学校の児童生徒を対象に作品鑑賞を通して美術に対する興味関心を高めること
を目的としたスクール・ミュージアム事業を実施しています。今回、県展会期中に３校が
来館し、日本画、工芸、デザイン、洋画、彫刻、写真などの優秀作品を鑑賞しました。そ
の際、美術協会員の小田部黃太氏、川
島幹夫氏、筒井知徳氏、宇美拓哉氏
に、作品解説や実演をしていただきま
した。作品の見方や感じ方へのアドバ
イス、制作過程の実演など、児童生徒
はもちろん、引率の先生方からも大変
好評をいただきました。
（福岡県立美術館　普及課　森北さわこ）

理 事 会 の 窓

　

しら が かず お
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